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2015ফ২ৠ厊ৰౚと
中期経営計画の進捗状況
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本日のご説明内容

2

1. 2015ফ২ৠ厊ৰౚ及び2016ফ২ৄৢし

2. 中期経営計画の進捗状況
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1. 2015ফ২ৠ厊ৰౚ及び
2016ফ২ৄৢし
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2015ফ২ৠ厊のポイント
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経営環境 ・世界経済は先進国は回挴基調を維持したが、中国の景気減速に加え、他新興
国も一次産品価格の低迷などにより減速、全体としては緩やかな回挴に೏まる
・日本経済は、設備投資の緩やかな回挴がみられたものの、個人消厔の回挴は
弱ऎ、全体として景気回挴は緩慢
・国内鉄鋼需要は製造業、建設向けとも前ফを下回り、海外鉄鋼需要も中国・
アセアン地域で停滞したことから、当期の全国粗鋼生産は前期比で5.2％減

当社の
取組み

・卜ফ3月に策定した中期経営計画各施策を推進
・鉄鋼国内販売数挪は減少したが、輸出は勽南アジア・アセアン向け等で増加
加工機印強化等グローバル対応ৡ強化の取組みをಲ続
・繊維事業では、製造拠点の生産性向上に努めるとともに、製造先のアセアン
比厾引き上ऑに取組み

決算概要 ・売上高は鉄鋼の単価下叉影響が大きऎ1兆9,308億円と前ফ比▲8.3%の減収
・経常匏益は、人ড়元安に伴う鉄鋼子会社の為替挽措等もあり290億円（前回

予想通り)
・当期匏益は、法人卮等調整厀のರ入等により前ফ২ధみの173億円
・配当は前回予想通りফ間15円/株（配当性向27%）

2016ফ২
のৄ通し

・世界の鋼材市況はೲ入れがৄ匸まれるものの、০৏の動向は勘儧৥
・中期計画の骨子を堅持しつつ、目標達成に向け一層の環境整備を図る

売上高: 1兆9,700億円、経常匏益300億円、当期匏益175億円を予想
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2015ফ২ৠ厊概況
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億円 FY14
(৐৚ৄৢし)

FY15

増減
下期 上期 下期 15 – 14 下 – 下

売上高 10,769 21,046 9,917 9,391 (19,500) 19,308 -1,737 -1,378

営業匏益 149 286 135 143 (275) 278 -7 -5

持分法損益 12 9 19 3 23 13 -8

経ଞ匏益 171 305 154 136 (290) 290 -15 -34

特別損益 -18 -18 -11 -8 -19 -1 9

当期ෞ匏益 90 174 98 74 (170) 173 -1 -16

ROE 11.5% 11.2% 11.6% 8.6% 10.2% -1.0% -2.8%

EPS (円） 29.39 56.39 31.86 24.19 56.05 -0.34 -5.20

配当(円/株） 6.0 12.0 7.5 7.5 （15.0） 15.0 3.0 1.5

� 海外鋼材市況の大掓下叉と、内需停滞影響を受けた鉄鋼事業の減益を主体に
連結経常匏益は前ফ২対比▲15億円（▲5％）減益の290億円

� 配当は前回予想通り前ফ২対比3円増配の15.0円/株（配当性向27%）
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७グメント別売上高・経ଞ匏益増減

6

億円 FY14 FY15 増減

鉄鋼 16,796 78% 15,111 -10% -1,685

産機ｲﾝﾌﾗ 924 5% 932 1% 7

繊維 1,781 9% 1,761 -1% -20

食腠 1,529 8% 1,490 -3% -39

全社 21,046 100% 19,308 -8% -1,737

売上高

億円 FY14 FY15 増減

鉄鋼 206 64% 184 -11% -22

産機ｲﾝﾌﾗ 31 11% 32 6% 1

繊維 36 15% 43 17% 7

食腠 29 10% 28 -5% -1

全社 305 100% 290 -5% -15

経常匏益

鉄 鋼

･家計における胼厄品支出の減少傾向の中、཮儥の影響
もあり減収
･経常匏益は持分法匏益の改善により増益

･家計における胼厄品支出の減少傾向の中、཮儥の影響
もあり減収
･経常匏益は持分法匏益の改善により増益

繊維繊維

･国内の設備投資活発化により設備機械販売が堅調に
推移
･経常匏益は、タイにおける持分法適用会社の企業結合
による一過性匏益の計上等により増益

･国内の設備投資活発化により設備機械販売が堅調に
推移
･経常匏益は、タイにおける持分法適用会社の企業結合
による一過性匏益の計上等により増益

産機・
インフラ

鋼材の国内外及ৢ及び加工販売及び
募೤厄・機材販売

産業機༊・工单機༊、自動区৖品、
鉄匠区厥品、アルミ製品等の販売及
びインフラ事業

アパレルメーカー/小売向けOEM･ODM

生産及び国匶匵及・海外ঈランド事業等

食肉及び食肉加工品、水産品及び水産
加工品等の輸入販売及び外食事業

･食肉価格が前期の高値の反動から弱含みで推移し、
匏益厾が低下したことから、減収減益なるも高水準
維持

･食肉価格が前期の高値の反動から弱含みで推移し、
匏益厾が低下したことから、減収減益なるも高水準
維持

食腠食腠

･数挪は輸出で増加も内外市況下叉影響より減収
･経常匏益は元安による中国子会社の為替挽措の計上も
ありｰ22億円の減益
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経ଞ匏益増減要因（14ফ২ৰౚ→15ফ২ৰౚ）
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305
290 290

3

5
0▲10 

▲10 ▲3 
鉄鋼

単価構成 為替

一過性
要因

14ফ২
実績

15ফ২
実績

� 鉄鋼の数挪増、繊維の持分法措益改善等の増加要౤があったが、鉄鋼の単価下
叉・構成悪化影響と新興国通貨下叉による為替ストック措益悪化の影響が大き
ऎ前ফ২対比で▲15億円の減益

▲15億円

鉄鋼 産機
インフラ 繊維 食腠

▲22 1 6 ▲1

セグメント別増減内訳（億円）

前回予想との
挽౮ 0

前回
予想

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
会社

鉄鋼数୤

その他

億円
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経ଞ匏益増減要因（14ফ২下期ৰౚ→15ফ২下期ৰౚ）
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171

136 136

7

1

▲13 
▲10 

▲13 
▲7 

鉄鋼
単価構成 為替

一過性
要因

14ফ২
下期実績

15ফ২
下期実績

� 鉄鋼の数挪増、繊維の持分法措益改善等の増加要౤があったが、鉄鋼の単価下
叉・構成悪化影響と内外グループ会社措益悪化の影響もあり、前ফ২対比で
▲35億円の減益

▲35億円

鉄鋼 産機
インフラ 繊維 食腠

▲26 ▲16 6 1

セグメント別増減内訳（億円）

前回予想との
挽౮ 0

前回
予想

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
会社

鉄鋼数୤

その他

億円
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グループ会社の状況
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(13) (15) (1) (3)
(13) (6) (1) 0 

69 64 

26 31 
13 14 4 4 

22 
15 

FY14 FY15 FY14 FY15 FY14 FY15 FY14 FY15 FY14 FY15

鉄 鋼 産機･インフラ 繊 維 食 腠 現法他

FY14→FY15
グループ会社実ৡ経常匏益+5億円
（外数で為替影響 ▲10億円)

� 鉄鋼：内外需要勘振等により減益
� 産機･インフラ：ロジャナ一過性益
� 繊維：Gr事業(遊心ｸﾘｴｲｼｮﾝ)清算により改善

黒
字
会
社
の
累
計
額

赤
字
会
社
の

累
計
額

連結子会社＋持分法適用会社

億円

(৐ফ২比) 社数 హ字 赤字 計
鉄鋼 (-)  56  (-2)  16 (-2)    72 

産機・インフラ (+1)  19 (+1)    2 (+2)    21 

繊維 (-1)  10 (-)    6 (-1)    16 

食腠 (-)    2 (-)    0 (-)      2 

現法他 (-1)    8 (-)    3 (-1)    11 

全社計 (-1)  95 (-1)  27 (-2)  122 
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バランスシートの状況
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株主資本
1,515 

株主資本
1,645 

非支配持分他
321 

非支配持分他
257 

೙入স
2,062 

೙入স
2,056 

他負債
3,029 

他負債
2,647 

固定資産
1,421 

固定資産
1,347 

棚卸資産
1,062 

棚卸資産
966 

他及動資産
4,444

他及動資産
4,292

総資産 6,928億円
総資産 6,606億円

2015/3E 2016/3E

� 鋼材売上高の減少に伴い、運転資本も減少、Net - DERは、ほぼ横ばい

FY14 FY15 増減
自己資本

比厾 24.1％ 26.3％％％％ +2.2%

Net -
DER 1.1倍 1.1倍倍倍倍 －

FY14 FY15 増減

ROE 11.2% 10.2% -1.0%

-322億円億円
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キャッシュフローの状況
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-118 -115 -30

-169

52 1

-211

158

498

-288

-63

-29

-500

95

469

FY13 FY14 FY15

債権及動化増減
営業CF

投資CF

フリーフリーフリーフリーCFCFCFCF

流動化増減前フリー流動化増減前フリー流動化増減前フリー流動化増減前フリーCFCFCFCF

営業キャッシュフロー
� 鉄鋼を中心とした減厓による運転資সの

減少により基礎営業CFは大幅好転
� 債権及動化ৰষ厀の減少によりৄෳけ

営業CFは減少

投資キャッシュフロー
� 設備投資支出 ▲41億円

事業投資支出 ▲17億円
� 事業環境の悪化に鑑み、鉄鋼を中心に

投資ৰষ時期を当匘中期計画より
後ろ倒し気味で運営

フリーキャッシュフロー
� フリーCFは▲29億円の支出
（債権及動化増減৐フリーCFは469億円）
� NET D/Eレシオは1.1倍

(৐ফ২ଜ対比ऺぼ叅यः)

億円

• 債勻及動化増減:プラスは及動化減少、マイナスは及動化増加
• FY13は単純合算
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株主還元方針
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胴余সの配当等の決定に関する্拏

目標とする財務体質
ROE 10％ 以上
株主資本 2,000億円 以上
Net DER        1.0 未満

15ফ২配当্拏

通期配当15.0円／株 (配当性向27%)
中間配当 7.5円/株
期末配当 7.5円/株

当社は株主の脰様に対する匏益僉元を経営の最重要挜匑の一つとして卛え、
財務体質の改善を図りつつ、連結配当性向25%30ع%を目安に業績に応じた
配当をষうことを基本্拏といたします。

� 単元株数変ಌと株厚ಡ合
東証要捥にಋり、本ফ10月1日より単元株数を1,000株→100株に厭ಌ
同時に10株→1株の株式併合を実施予定（本ফの株主総会に厏৮）

16ফ২配当ৄ通し

通期配当15.0円／株 (配当性向27%)
中間配当 7.5円/株
期末配当 7.5円/株

15ফ২実績
ROE 10.2％
株主資本 1,645億円
Net DER        1.1 ＊株式併合前

水準で記載
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16ফ২業ౚৄৢし
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億円 FY15
FY16
ৄৢし

増減
16 – 15上期ৄৢし

売上高 19,308 9,200 19,700 392

営業匏益 278 125 290 12

経ଞ匏益 290 125 300 10

当期ෞ匏益 173 75 175 2

EPS (円） 56.05 24.26 56.61 0.55

配当(円/株） 15.0 7.5 15.0 -

� 海外：鋼材市況は反転傾向टが、০৏の中国ミル生産・輸出動向は勘儧৥
� 内需：建設需要は下期に向けဉرに回挴、製造業向け回挴は೚れ傾向

業ౚৄৢし ：輸出マージンの৚୮、下期からの鋼材需要৚୮及び繊維৖୅の
厓益拡大をৄ込み、全社では15ফ২ৰౚからの増厓増益を目匦す

鋼材需給

億円 FY16
ৄৢし

増減
16-15

鉄鋼 190 5

産機ｲﾝﾌﾗ 27 -5

繊維 53 9

食腠 30 1

全社 300 10

セグメント別経常匏益ৄ通し

FY16設備投資・事業投資ৄ通し
150億円（対前ফ২＋92億円）

＊FY16ৄ通しのEPS, 配当は株式併合前の数値で記載
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中期経営計画の進捗状況
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中期経営計画(20152017ع)の概要 < 2015/5月公表 >

業界トップクラスの଼ଥৡの
維持・強化

当社の強みを活かした
成শ勛റの推進

安心･安全･
品質の追求

生産性向上
業務捓厾化

業務基盤
拡充

ヘッドレスト事業拡大
タイ工業団地拡張

鉄鋼シェアアップ
海外取引比厾向上

食腠海外ビジネス
強化・拡大

アパレルODM
海外売上拡大

3ধফ投資ೳ450億円（+25%)

2017ফ২目標 (FY14対比)

売上高 2兆3,000億円 (+ 9%)

内海外 6,800億円 (+23%)

経常匏益 360億円 (+18%)

当期匏益 210億円 (+18%)

統合シナジーの発揮

ROE 10％ 以上
株主資本 2,000億円 以上
Net DER        1.0 未満
配当性向 %30ع25%

主要施策 定୤目標

目標財務体質

15
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当社の強み 業界トップクラスのポジショニング
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6,172 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

当社

万円/人 � 14ফ২叏社繊維৖୅
匁社員一য当たり売上総匏益

（単体）

(一য当たり売上総匏益3位)

出所：繊研新聞

1,121 1,219 1,323 1,313 1,342 

96 96 99 97 94

11.6% 12.7% 13.3% 13.5% 14.2%

FY11 FY12 FY13 FY14 FY15

� 当社の食肉輸入シェア推移

百万㌧
全国
鋼材受注＊
(A)

当社(単独)
鋼材販売挪
(B)

比厾（B/A)

� 区୽・区脋
国内取扱高第2位

� ヘッドレストステー

世界シェア約13％

2013ফ 2014ফ 2015ফ
牛肉 4.3% 5.2% 5.0%

豚肉 6.7% 8.4% 9.3%

鶏肉 8.7% 8.3% *6.9%

� 鉄鋼৖୅（単ஆ）鋼材販売୤推移

出所：当社調べ 半製品を含む *鋼材受注+半製品出荷

出所：当社調べ

出所：通関統計

স厀ベース

*鶏肉市況下叉影響緩和の掺点から輸入挪೪勧

万㌧
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1,323 1,313 1,342 1,400ங২
1,500 

88 91 
80 

FY13 FY14 FY15 FY16e

178 206 184 190
240

15,811 16,796 15,111 15,400 

FY13 FY14 FY15 FY16 e

中期計画進捗状況：①鉄鋼事業
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売上高（億円）

経常匏益（億円）
� 世界的な鋼材市況下叉、新興国の

成শထ化、各地での傅ಔ༂ႆ増加
� 内需の停滞

16ফ২業ౚৄৢし
・鋼材単価は上期でのೲ占ठをৄ匸む
・中期施策の確実な実ষにより、15ফ২
業績からの上積みを目指す

中期策定時からの環境変化

当社の対応
新日鉄卫সと一体となった勛傎実ষ
� 拡販、シェアアップ
� グローバル拠点の拡大
� 国内加工拠点の挂拫ৡ強化

18,400

FY17
中期

※ FY13は、旧日⃃商事と旧卫স匵産を単純合算
販売挪には半製品を含む、単価は半製品揄き

鋼材販売挪（単独 万㌧）

国内

輸出

売上： 匏益：

FY17
中期

15ফ২実績 (14ফ২対比)

鋼材単価（単独 千円/㌧）
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鉄鋼事業分৙別のৄৢし
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国内鋼材

輸出鋼材

募೤厄・
資機材

国内Gr会社

海外Gr会社

� 建設工事の増加も含め下期に向けて႖やかな回挴をৄ匸む。

� 輸出市況はボトムアウト。販売数挪の増加をৄ匸む。

� 鉄鋼メーカーの減産に伴い、募೤厄は勘調टが、各社設備投資、拙ఊの
増加でカバー

� 建設人手勘拒対応からシステム建築事業は捆調を持続

� タイは経済回挴೚れで脀増损২टが、米州は自動区向け主体に増加

売上高構成比

※単体数値は連結消去前

56
%

25
%

19
%

募೤厄
資機材

輸出鋼材
国内
鋼材

78
%

11
%

11
%

海外子会社
国内
子会社

単体

単体構成比

システム建築施工୻
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鉄鋼事業強化に向けた取り組み

19

マニラ事務所の設置
堅実な経済成শを続け、০৏、日本৆匕のODA案件や
PPP（厑ড়連携：Private Public Partnership）案件等
の多数のインフラ整備事業が計画されているフィリピンで、
現地企業との緊密な関係を構築、迅速なプロジェクト情報を
取得し鋼材需要を捕捉する。

日系をはじめとする自動区メーカー、部品メーカーの
進出、印ৡ増強が相次ぐメキシコにおけるプレス成形
品需要の増加、現地調達化の進展に対応し、加工印ৡ
増強を決定。

メキシコ自動区৖品向けコイル७ンターの印ৡ増強

システム建築事業受注5ফ連勸過去勞高ಌ新
慢性的な厯人勘拒と現場拻৶者勘拒勬匑をూ景に、他工法に
比べ価格・工期の優位性や豊富な商品バリエーションを有す
る当社システム建築事業は、受注(196億円）はڱফ連続、
売上(197億円）はڰফ連続で過掇最高をಌ新した。
2016ফ২も受注・売上厗に200億円規模を目指す。

3మ建事務所施工捁
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中期計画進捗状況：②産機・インフラ事業

20

24
31 32 27

34

988 
924 932 950 1,000 

FY13 FY14 FY15 FY16 e

売上高（億円）

経常匏益（億円）
� 新興国経済の想定以上の悪化

＜産機:ロシア、インフラ:タイ＞
� 大手自動区メーカーの一過性減産

＜自動区部品＞

16ফ২ৄৢし
● 新興国経済の回挴はফ内は捬めङ

前ফの一過性匏益を揄いた実ৡ措益
では横ばいを予想

中期策定時からの環境変化

当社の対応
経済回挴期に備えた対応強化
� ロジャナ工業団地の拡張推進
� メキシコ ヘッドレスト、自動区部品

工場の印ৡ増強

153 
206 222 235 

280

FY13 FY14 FY15 FY16e

FY17
中期

※ FY13は、旧日⃃商事と旧卫স匵産を単純合算

ヘッドレスト部品売上高（億円）

売上： 匏益：

FY17
中期

15ফ২実績 (14ফ২対比)
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ロジャナ
パワー

ロジャナ
エナジー

タイコン

タイにおける新たな工業団地開発

21

土地売買

電ৡ୹給

貸工場・倉庫

給排水
総開発面積 *3,424ha

アユタヤ 1,580ha

ラヨン１ 380ha

ラヨン２ 202ha

プラチンブリ 862ha

チョンブリ 224ha

レムチャバン 176ha

*東京ドーム約730個分

ご
入
居
企
業
様

当社事業匏益ٙ
持分法匏益ٔマーॣティングフィーٔ機ஓ販売

開
発
中

太陽光発電

当社持分 21.2%

ﾀｲ王国
発電公社

ロジャナ工業団地

ロジャナ
マネジメント

匵及

ロジャナ
ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰｼｮﾝ

ｾﾝﾀｰ
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中期計画進捗状況：③繊維事業

22

42 36 43 53 54

1,838 1,781 1,761 1,800 
2,000 

FY13 FY14 FY15 FY16 e

売上高（億円）

� 胼厄品消厔市場低迷のশ期化

16ফ২ৄৢし
コストచ減を強化し、中期計画匏益の
前倒し達成を目指す。
� 自社工場の生産性向上
� 外注先での当社専用ライン確保
� 本社受発注業務の捓厾化

中期策定時からの環境変化

当社の対応

OEM事業でသった企画提案ৡと匵及・販
売ノウハウを活かした事業ドメイン拡大
� OEM→ODM形態への進化
� 海外販売の拡大
� ブランド・匵及関連のソリューション

事業等の展開

経常匏益（億円）

27%
32%

50%

FY14 FY15 FY16e

アパレル部門ODM比厾

売上： 匏益：

FY17
中期

FY17
中期

15ফ২実績 (14ফ২対比)
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Out-Out 事業の強化に向けた取組み

23

ミャンマー欧米顧客向け生産拠点を強化
2013ফの現地ཌ製工場(Suitstar社)挍収に続き、卜ফデニム
パンツの日系生産工場と提携、欧米大手顧客のバイイング
オフィスが集まる香港を拠点に欧米大手小売店等への販売
を拡大

上海開催の展示会に出展

アジア地域におけるOEM / ODMビジネスの拡大を目的
に１００カ国以上から７万余名の来場者数を誇るイン
ターテキスタイル上海に出展

Suitstar社

日系デニム工場
ヤンゴン

当社
香港Production バイヤー

バイヤー

バイヤーConsultation

当社 (東京)

Marketing & Trading

工場認証

工場運営ノウハウ 欧米顧客

ミャンマー
出資・提携工場

香港
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中期計画進捗状況：③食腠事業

24

売上：→ 匏益：→

27 29 28 30 32

1,263 

1,529 1,490 1,550 1,600 

FY13 FY14 FY15 FY16 e

売上高（億円）

� 国内市場縮小傾向
� 為替の円高傾向

16ফ২ৄৢし
17ফ২中期目標達成に向け増収・増益を
目指す
� 安定かつ安全安心な海外捸入ৡの強化
� 三国間取引、海外地場取引の規模拡大

中期策定時からの環境変化

当社の対応
三国間取引の強化
� 牛肉・豚肉の中国及び東南アジア向け

拡大
� 鶏肉の中国向け拡大
� 和牛輸出の拡大
� つぼ八の東南アジアを中心とする海外

展開

経常匏益（億円）

食腠事業 海外売上高

FY17
中期

FY17
中期

45 50 50 60 70

FY13 FY14 FY15 FY16 e

15ফ২実績 (14ফ২対比)
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アジア 外食ビジネスに対する取組み強化

25

台湾乾杯社の増資引き受け

乾杯社は、台湾国内に３９店舗、中国・上海に
１店舗の焼肉店等を展開する外食チェーン企業。
০回の増資引き受けで当社出資比厾は15％弱とな
り、当社は、台湾向け食肉販売のಌなる拡大と
中国等第三国においての事業展開を食の安全面等
からサポート

つぼ八の海外展開拡大

チャンギ国際空港T2

インドネシア１号店
「つぼ八ジャカルタ店」

2014ফ২ 8店舗 → 2015ফ২ 13店舗
→ 2016ফ২目標 15店舗
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経営統合の進捗状況

26

13/上期 13/下期 14/上期 14/下期 15/上期 15/下期 16/上期

経営

人事勧২

システム

経営統合 中期計画公表 CGｺｰﾄﾞ対応 社外取締役

拻৶厯勧২統合 組合員勧২統合

社員ষ動指拏勧定

統合基幹
システム稼動

統合基幹システム（COMPASS）の稼動（16ফ4月本番稼動）
� 基幹システム統合により業務の適正化、標準化、捓厾化、可視化を強化
� 旧会社システム併掑によるデータセンター、機捙、運用拻৶厔等の二重化、

運用非捓厾を解消

ల来の成শに向けた人材基盤の拡充
2015ফ২入社人員 57名 （内外国籍社員4名）
2016ফ২採用目標 55名损২（〃 前ফ同损২）

統合シナジー
� 経常匏益への脈僑 2015ফ২17億円（販売増 7億円、コスト減10億円）

24
37

57 55

FY13 14 15 16e

新卒採用人数の推移

※ FY13は、旧日⃃商事と旧卫স匵産を単純合算

人事給与
システム統合



© 2016 NIPPON STEEL & SUMIKIN BUSSAN CORPORATION All Rights Reserved.

厴卛資厄

27
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஛博期別売上高・経ଞ匏益推移

28

億円
2014ফ২ 2015ফ২

1Q 2Q 3Q 4Q 合計 1Q 2Q 3Q 4Q 合計

鉄鋼 3,962 4,262 4,286 4,286 16,796 3,853 3,973 3,654 3,629 15,111

産機ｲﾝﾌﾗ 207 222 259 236 924 235 259 205 232 932

繊維 417 425 454 484 1,781 390 429 467 473 1,761

食腠 375 396 413 343 1,529 378 386 380 344 1,490

その他 3 3 2 3 12 3 6 0 3 13

売上高計 4,966 5,309 5,415 5,353 21,046 4,860 5,056 4,708 4,682 19,308

鉄鋼 42 52 54 57 206 54 44 38 46 184

産機ｲﾝﾌﾗ 5 3 11 11 31 19 7 4 1 32

繊維 11 1 3 20 36 7 5 10 19 43

食腠 9 7 8 4 29 7 6 8 6 28

消去他 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

経ଞ匏益計 69 65 77 94 305 88 65 62 74 290
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500

600

700

800

900

1,000

Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar

国内஛୽区生産台数推移

2013

2014

2015

国内需要産業の動向

29

千台

出所:日本自動区工業会

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar

国内建設着工床面積推移

2013

2014

2015

千㎡

出所:国拋卦通匚 季節調整値

ফ২計
148.5 百万㎡
130.8

129.7

ফ২計
9,913 千台
9,590

9,187
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56.43 
60.28 59.19 

54.04 55.80 55.29 

49.36 

42.96 42.60 41.42 

48.79 
53.58 

64.01 

58.21 
54.54 54.59 

30

40

50

60

70

80

15/4E 15/5E 15/6E 15/7E 15/8E 15/9E 15/10E 15/11E 15/12E 16/1E 16/2E 16/3E 16/4E 5/6 5/12 5/19

中国輸入鉄鉱石価格推移(62%Fine)

中国内市況

30

出所:CISA

US$/t

2,662 

1,925 

3,265 

2,868 

1,500

2,500

3,500

中国HRC市中価格推移(増値税込)

RMB/t

出所:CISA

140

150

160

170

180

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2015

2016

CISA会員企業粗鋼日産推移

万㌧

出所:CISA

月



© 2016 NIPPON STEEL & SUMIKIN BUSSAN CORPORATION All Rights Reserved.

国内鋼材関係データ

31

32.432.033.233.033.633.8

30.5
29.029.2

26.6

23.022.8
25.225.1

27.2

23.022.1

17.2
14.414.715.716.116.7

18.6

23.1

27.0

0

10

20

30

40

14/4 5 6 7 8 9 10 11 12 15/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 16/1 2 3 4 5

関東鉄源入札価格推移

出所:関東鉄源協同組合

千円/㌧

50.650.5
48.849.6

48.048.3 48.2
49.4

47.9
46.6 45.9

47.7 46.846.2
44.845.7 45.044.9 45.446.4

45.2
43.5 43.4

46.1

24.925.9 25.2
26.4 26.227.2 26.526.2 26.026.4 26.627.6 27.8

28.9
27.628.2 27.827.7 27.226.7 26.726.1 26.126.9

20

30

40

50

60

14/4 5 6 7 8 9 10 11 12 15/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 16/1 2 3

൤ৢ鋼鋼材出෰୤推移（ফ厾）

国内向
輸出向

出所：日本鉄鋼連盟 3ヶ月移動平均 ফ厾ఌ算

百万㌧
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国内鋼材市況の推移

32

417 427 
410 408 413 421 425 

407 
420 431 423 431 427 

437 
418 425 424 431 432 

410 419 423 413 409 

66

60

40

45

50

55

60

65

70

300

350

400

450

500

550

600

14/4 5 6 7 8 9 10 11 12 15/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 16/1 2 3 4 5

三品在庫(左軸) 熱延薄板市況(右軸)

（万㌧） （千円/㌧）薄板三品在庫と熱延薄板市況の推移

出所:鉄鋼新聞 薄板市況は東京地区安値

22.9 23.1 22.1 21.5 21.1 21.3 20.8 20.6 20.7 21.1 21.8 21.8
20.6 20.7 20.1 19.7 19.8 19.8 19.5 18.9 18.5 18.5 19.2

20.3

78

70

60

65

70

75

80

85

90

10

15

20

25

30

35

40

14/4 5 6 7 8 9 10 11 12 15/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 16/1 2 3 4 5

H形鋼在庫(左軸) 熱延H形鋼市況(右軸)

（万㌧） （千円/㌧）
H形鋼（ときわ会）在庫とH形鋼市況の推移

出所:鉄鋼新聞 在庫はときわ会在庫、市況は東京地区安値
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アパレル関連国内市場規模の推移

33

3.3 3.1
5.1

3.0 2.9 2.7 2.3 2.2 2.2 2.2 2.2 2.1

1.6 1.6

1.6

1.5 1.4 1.4
1.2 1.1 1.1 1.1 1.0 1.0

9.2

4.1 4.2

4.4

4.6 4.8 4.6
4.4 4.4 4.6 4.7 4.8 4.9

1.2 1.1

1.1

1.1 1.1 1.1
1.1 1.2 1.2 1.3 1.3 1.4

10.2 10.0

12.2

10.3 10.3
9.8

9.1 8.9 9.1 9.2 9.3 9.4

CY03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

その他

専門店

挪販店

百貨店

（兆円）

(出所)矢野総合経済研究所

業態別アパレル市場規模の推移

31%

16%
42
%

11%
百貨店

挪販店

専門店

その他

04ফ
10.0兆円

22%

11%

52
%

15% 百貨店

挪販店専門店

その他

14ফ
9.4兆円

出所：矢野経済研究所,当社推定
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200

250

300

350

400

0

20

40

60

80

14/4 14/5 14/6 14/7 14/8 14/9 14/1014/1114/12 15/1 15/2 15/3 15/4 15/5 15/6 15/7 15/8 15/9 15/1015/1115/12 16/1 16/2 16/3

輸入挪 価格

（円/ｋｇ）（千トン）

(100)(100)

(67）(67）

輸入食肉市況の推移
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500

600

700

800

0

20

40

60

14/4 14/5 14/6 14/7 14/8 14/9 14/1014/1114/12 15/1 15/2 15/3 15/4 15/5 15/6 15/7 15/8 15/9 15/1015/1115/12 16/1 16/2 16/3

輸入挪 価格

（円/ｋｇ）（千トン）
(100)(100)

(74）(74）

(出所)農畜産業振興機構

右軸：価格左軸：輸入挪

520

540

560

580

0

40

80

120

14/4 14/5 14/6 14/7 14/8 14/9 14/1014/1114/12 15/1 15/2 15/3 15/4 15/5 15/6 15/7 15/8 15/9 15/1015/1115/12 16/1 16/2 16/3

輸入挪 価格

（円/ｋｇ）（千トン）

(100)(100)

(93）(93）

輸入牛肉୤及び輸入価格

輸入豚肉୤及び輸入価格

輸入೭肉୤及び輸入価格

(  )内は直近の最高値を100とした指数



© 2016 NIPPON STEEL & SUMIKIN BUSSAN CORPORATION All Rights Reserved.

22.7% 22.5%

24.3%

26.1%

23.2%

24.8%

25.8%

27.2% 27.2%
27.9% 27.8%

24.0%

24.2%

FY10 11 12 13/1H 2H 14/1Q 2Q 3Q 4Q 15/1Q 2Q 3Q 4Q

海外売上高比厾推移

当社海外売上高の推移

35

65%

18%

13%

4%

FY15海外地域別売上高

FY14 FY15

21,046億円

アジア
(中国を

除く）

19,308億円
海外 26% 海外 26%

国内 74% 国内 74% 中国

米州

他地域

FY10عFY13/1H は単純合算
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国内営業拠点

36

国内31カ所
本社, 支社1, 支店13, 営業所16

営業拠点

■勾海匠
勾海匠支店（札幌）
室蘭営業所

■中部･東海
名古屋支店
東海支店
静岡営業所

■関勽
大阪支社
広畑営業所

■新潟・勾ಮ
新潟支店
勾ಮ支店（富山）

■関東
本社（東京）
茨城支店
君津支店
勾関東営業所（伊勢崎）
ಧ島営業所

■東勾
東勾支店（仙台）
釜石営業所
秋田営業所
福島営業所

■中国･四国
中国支店（広島）
四国支店（高松）
光営業所
岡山営業所
小野田営業所
愛媛営業所

■九州･沖縄
九州支店（福岡）
八幡支店
大分支店
শ崎営業所
熊本営業所
南九州営業所（ಧు島）
沖縄営業所
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海外営業拠点

37

＜アメリカ＞
シカゴ
エルクグローブビレッジ
（イリノイ）
ロサンゼルス
ピッツバーグ
ヒューストン

＜メキシコ＞
メキシコシティ

＜中国＞
勾京 、大連、上海 、捘島、南通、常州、
武漢、深圳 、東莞、広州、香港

＜台湾＞
台勾、高雄

＜韓国＞
ソウル、釜山

＜ベトナム＞
ホーチミン、ハノイ

＜タイ＞
バンコク

＜フィリピン＞
マニラ

＜マレーシア＞
クアラルンプール

＜シンガポール＞
シンガポール

＜インドネシア＞
ジャカルタ
バンドン

＜UAE＞
ドバイ

＜インド＞
ニューデリー、ムンバイ

＜バングラデシュ＞
ダッカ

＜ミャンマー＞
ヤンゴン

＜ロシア＞
モスクワ

＜フランス＞
パリ

＜オーストラリア＞
メルボルン
ブリスベン

都市
海外18カ国

38都市

営業拠点
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メーカー系
商社

当社は、粗鋼生産挪世界第二位の新日鉄卫সグループの中捷商社として
メーカーと顧客を世界中でシームレスにつなぐ役割を担う。
確かな叒挘情報に傈占ठされた勼౅と、規模を備えたグローバル展開ৡ
が強み。同社グループへの機材や製鉄募厄の販売もミッション。

ロジャナ
工業団地

タイ国アユタヤ勿にあるタイ最大揁の工業団地。当社の出資比厾は
21.2%で運営主体のROJANA INDUSTRIAL PARK PUBLIC COは、発電事
業等も手掛ける。当社の収益は、同社の持分法匏益と入居企業脑捈収入
及び機材販売など。

ヘッドレスト
事業

自動区ౠఆ上部のᆸ叔部分がヘッドレスト。当社はヘッドレストの骨格
であるヘッドレストステーを日本・韓国・米国・メキシコ・ベトナム・
中国・ポーランドの7カ国に有する9工場で生産し、世界シェアの約13%
を有している。

ODM

Original Design Manufacturingの傎指
当社繊維部門では従来のOEMにデザインも含めた価値をアパレル顧客に
提供するODMの増加を目標にしている。

畜肉事業
他社に先駆けて手掛けたビーフ、ポーク、チキン等の輸入食肉の分野で
は、海外の有ৡパッカー、༩挞から加工まで一肸して手掛ける生産工場
と提携し安定した輸入をষい、取扱シェアでは常にトップクラスに位厒
している。
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日鉄卫স匵産株厚会社企業৶୛
1. 新たな社会的価値を持った製品、サービスを生み出す

高い志を持った企業グループであり続けます。
2. 勼用、勼౅を大卲にし、お客様と厗に発展します。
3. 人を挞て人を活かし、人を大卲にする企業グループを傦ります。

本資厄は、স匜商品取引法上のディスクロージャー資厄でなऎ、その情報の正確性、
౥全性を保証するものではありまच॒。また、本資厄に記載されたల来の予೾等は、
拿৥会の時点で入手可印な情報に基तき当社が匯友したものであり、勘確定要ಞを
含॒でおります。従いまして、本資厄のみに傟拠して投資匯友されますことはお僰
えऎटさいますようお傿いಱします。本資厄匏用の結卵生じたいかなる措县につい
ても、当社は一卲掅厃を負いまच॒。


